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新年度になりました。美しい花々が庭先を彩り、気持ちの良い季節ですね。

今号のニュースレターでは「いろいろなボランティアや新しい団体さんのご紹介」「R7年度第2回車座集

会のご報告」「登録団体さんクローズアップ」「R8年度アクティにしお交流会のお知らせ」

「介助犬のはなし」を掲載しています。

ごあいさつ

新規登録の団体さんです！(敬称略)

自分の特性や時間的な条件を考え、自分にできる活動、したい活動を何か考えるのも大切ですね。

主な活動をご紹介します。

1.物品による支援：救援物資、品物、器材、車両の提供

2.金銭による支援：義援金、寄付金、共同募金など

3.労力による支援：要援護者への介助など直接援助活動、清掃活動、文化施設のガイド、手作り品作成

4.技術による支援：理容・美容活動、通訳、点訳・手話、芸能、専門技術の使い方教室

5.精神による支援：話し相手、相談相手、傾聴、お便り活動、生活環境の点検・提言

※愛知県社会福祉協議会ボランティアセンターHP参照※

いろいろなボランティア活動のご紹介

エール~みんなのひろば~ をご紹介します！

★活動内容
子ども同士の横だけでなく縦の繋がりを増やし、親
も一緒に集まり、一緒に宿題をやったり公園で体を
動かす遊びを通し交流しています。

★活動日時

不定期に月１～４回

ベトナムの風 をご紹介します！

★活動内容
健康のため週２回ズンバダンスを行なっています。

★活動日時

毎週金・土曜日

17：00～21：00
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これからも、色々なテーマで車座を開催したいと思います！

２月28日に今年度第2回目の車座集会をにしお市民活動センターアクティにしお2B集会室
で開催しました。FP事務所まほろばファイナンシャルプランナーの久世寿孝さんを講師に
お迎えし「元気なうちに考えよう！大切な家族が困らないための認知症による資産凍結セ
ミナー」と題して色々なケース事例を交えながら分かりやすい説明と質疑応答から参加者
のみなさん方は真剣に学んでいらっしゃいました。いつ自分もそのような状況になるか分
からない事を踏まえ、これからの生活に役立たせていただけたらと思います。
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今回ご紹介するのは『ふるさと西尾を踊る会』さんです！

アクティにしお登録団体さんクローズアップ！

活動などのお問い合わせは、アクティにしおサポートコーナーまで

TEL:0563-56-3923(月曜を除く9：00～16：00)

「ふるさと西尾を踊る会」は、３つのねらいをもって、郷土を愛する人を育てたいと考えています。

ねらい１「西尾市民と踊りを通して交流を深め、未来の西尾を創造する。」

ねらい２「西尾の唄や踊りの保存と継承を行う。」

ねらい３「子どもからシニアまでの明るい活動をする。」

作品①西尾抹茶音頭

「日本一の西尾の抹茶」を広め、歌と踊りを通じて郷土愛を育む目的で、

2016年2月に発表されました。

作詞：岩瀬傳輝 伊藤裕子 作曲：岩瀬傳輝

歌：川尻琴音 振付：伊藤裕子

作品②うなちゃん音頭

「いっしきうなぎ」を広め、歌と踊りを通じて郷土愛を育む目的で、2013年

に発表されました。

作詞・作曲：岩瀬傳輝 歌：河内ゆう 振付：伊藤裕子

作品③室場音頭

室場音頭は1950年代 室場コミュニﾃｰの方によって制作

されました。 盆踊りでは定番でしたが、年がたつと共に

踊れる人が減少。2025年新たな振り付けができました。

作詞：本多正一郎 作曲：今村儀平 編曲：乙坂筑光

唄：乙坂筑光 振付：伊藤裕子

新西尾まつり音頭

新西尾まつり音頭は2021年度に西尾市合併10周年記念事業

として制作された楽曲です。35年前に発表された「西尾ま

つり音頭」のリメイク版にあたります。

作詞・作曲：斎藤五郎 編曲：山本正幸

歌：東→西 振付：伊藤裕子（2024年）

新吉良小唄

吉良小唄は、愛知県西尾市吉良町の民謡であり、

地域の文化活動で親しまれているようです。

作詞：尾﨑士郎、高田保

作曲：佃金の葉、清水保雄 歌：市丸
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令和8年度 アクティにしお交流会のお知らせ

浄名寺で円空仏を観覧してみよう！

【日時】令和8年5月23日(土)13:00～14:30 受付12:45～

【場所】浄名寺

【講師】副住職 松原紗蓮氏

【対象】アクティにしおの登録団体と個人ボランティア

【参加費】500円(お菓子と呈茶代)

【定員】20名(先着順)

【申込期間】令和8年4月24日(金)から

★申込方法 アクティにしおサポートコーナーまで、TEL、FAX、メールにてお知らせください

TEL:56-3923 FAX:53-0230 メール:saposen@katch.ne.jp

※この交流会の対象は、アクティにしおの登録団体と個人ボランティアです。詳細は登録団体・

個人登録ボランティアさんにお送りするチラシ等でご確認ください♪

社会で活躍！介助犬のはなし

みん社会で活躍している補助犬について学びましょう！

身体障害者補助犬とは、身体に障害のある方の日常生活を支える大切なパートナーです。盲導

犬・介助犬・聴導犬の三種の犬のことをいいます。

それぞれの仕事内容は異なりますが「身体障害者の自立と社会参加を促進する」という目的は同

じです。

★盲導犬

視覚障害者の安全で快適な歩行をサポートします。道路交通法第14条に定める犬であって、政

令で定めるハーネス(胴輪)をつけています。使用者に「障害物・曲がり角・段差」をおしえてく

れます。

★介助犬

肢体不自由者の日常の生活動作のサポートをしてくれます。落としたものを拾って渡す、手の届

かないものを持ってくる、ドアの開閉、冷蔵庫や引き出しの開閉、スイッチ操作などのほか、歩

行介助、起立や移乗(トランスファー)の補助などを行ないます。外から見てわかるように「介助

犬」と書いた表示を付けています。

★聴導犬

聴覚障害者に音を聞き分けて教え、音源へ誘導します。玄関のチャイム音・ファックス受信音・

キッチンタイマー・赤ちゃんの泣き声・車のクラクションや自転車のベル・非常ベルなどを教え

てくれます。また、「聴導犬」の表示をつけていることで、周囲の人が聴覚障害者であることに

気がつくという効果もあります。

※手続きの詳細など、詳しくはお住まいの都道府県の障害福祉担当窓口までお尋ねください。

参考：厚生省HP「身体障害者補助犬の概要・利用方法」より抜粋
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